
森林環境税について 
 

 

  森林環境税は、森林の整備に関する事業等に使用するため、令和 6 年度から

国税として年間 1,000 円をご負担いただいています。そして、森林面積や人口

などに応じて按分し、市町村や都道府県に「森林環境譲与税」として配分されて

います。 

 令和元年度から 5 年度は、国の特別会計から配分されていました。 

 北信地域振興局管内の市町村に配分された森林環境譲与税の執行状況は下表

のとおりです。 

 なお、未執行の譲与税については、次年度以降の森林整備等に使用するため、

各市町村とも基金に積み立てています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：千円）

中 野 市 飯 山 市 山 ノ 内 町 木 島 平 村 野沢温泉村 栄 村 計

70,279 57,671 67,953 25,232 19,439 55,567 296,141

29,411 31,724 52,105 8,087 12,746 41,890 175,963

41.8% 55.0% 76.7% 32.1% 65.6% 75.4% 59.4%

23,698 19,680 23,726 8,932 6,236 18,953 101,225

①意向調査の
準備等

11,310 11,894 8,070 1,540 4,114 36,928

②意向調査等 999 999

③私有林整
備・直営

8,811 8,811

③私有林整
備・補助

894 828 3,266 782 2,242 8,012

④公有林整備 0

⑤森林保護
対策

869 618 1,487

⑥林道等整備
修繕等

1,416 170 8,048 572 935 11,141

⑦その他 0

計 15,488 13,510 19,384 2,894 6,356 9,746 67,378

2,330 2,330

523 523

15,488 13,510 19,384 3,417 6,356 12,076 70,231

65.4% 68.6% 81.7% 38.3% 101.9% 63.7% 69.4%

93,977 77,351 91,679 34,164 25,675 74,520 397,366

44,899 45,234 71,489 11,504 19,102 53,966 246,194

47.8% 58.5% 78.0% 33.7% 74.4% 72.4% 62.0%
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令和6年度の森林環境譲与税の活用例をご紹介します 

（※前表の区分に従いご紹介します。） 

 

Ⅰ 森林整備 

① 意向調査の準備等、②意向調査等 

（実施市町村：中野市、飯山市、山ノ内町、木島平村、野沢温泉村） 

北信州森林組合管轄内の市町村では、森林所有者に対し森林の管理をどのよ

うに管理していきたいかなどの意向を調査する事前準備として、森林組合と協

働して森林の境界を明らかにすることを進めています。 

境界が明らかになった森林は、所有者の意向を確認し間伐等の森林整備が行

われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 私有林整備 

栄村では、令和 2 年 12 月降雪時に倒木により大規模な停電が発生したこと

を受け、電力供給が途絶えないよう、雪などにより電線に倒木の恐れがある森

林の整備を進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

境界確認のための測量 測量結果に基づく画像データ 

 

整備前 整備後 



また、管内の市町村では、遅れている森林整備が進むよう国や県の補助金に

上乗せする形で補助金を交付しています。 

（実施市町村：中野市、飯山市、山ノ内町、木島平村、野沢温泉村） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 森林保護対策 

中野市では、カシノナガキクイムシなどの森林病害虫対策を進めるため、ド

ローンによる枯損木の数量調査を、飯山市では病害虫により枯れてしまった木

の伐採を実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整備前 

ドローン調査の様子 

整備後 

ドローンによる写真 

（茶色が枯損木） 

 



⑥ 林道等整備修繕等 

（実施市町村：中野市、山ノ内町、木島平村、栄村） 

多くの市町村で、木材の搬出や運搬の効率を向上させ、間伐などの森林整備

を推進するため、林道の修繕等を進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 人材育成・担い手確保等 

  栄村では、村内の林業事業体が望ましい林業経営構造を確立するための取

組を支援しています。 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                 

Ⅲ 木材利用・普及啓発 

  木島平村では、森林・林業の意義や木材利用促進に関する普及のため、使用

しなくなった牧場への植樹や、村内中学校生徒を対象に、木の伐倒、製材所

の見学、ベンチや遊具等を作成して村内施設に寄贈するなどの取組みを行っ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

整備前 整備後 

牧場跡地への植樹 遊具の作成 

林業労働災害の防止や生産性の効率

化を図るため、高性能林業機械（フォ

ワーダ）の導入を支援 

 

玉切りした木材を荷台に積んで集荷

できる場所まで運ぶ、集材専用の自走

式機械 


